
緑色蛍光を発し、Cre リコンビナーゼが起こった細
胞では赤色蛍光を発する R26GRR マウスを作製し
その特性を明らかにした。R26GRR は遍在性に緑色
蛍光を発現させ、赤色蛍光は発現しなかった。一方、
Cre 酵素により EGFP を除去した R26RR マウス
においても遍在性に赤色蛍光を発現し、レポーター
遺伝子プロモーターが Cre リコンビネーション前
後で変わりなく遍在性にレポーター遺伝子発現を機
能 さ せ る こ と が 示 唆 さ れ た 。 さ ら に 
R26GRR/Tie2-Cre F1 マウスにおいて血管内皮特異
的赤色蛍光、また R26GRR/Ins1-Cre F1 マウスにお
いて膵島特異的な赤色蛍光が観察され、組織特異的
な Cre リコンビナーゼが検出された。これらの結果
は R26GRR マウスが新規の Cre レポーターマウ
スとして有用であること、Cre/loxP リコンビネー
ションにより緑色から赤色蛍光変換する C57BL/6N 
遺伝的背景をもつ細胞の有用な供給源であることが
示された。 

Fig.7 Double-color imaging of EGFP and tdsRed 
fluorescence in R26GRR/Tie2-Cre F1 mice. 
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